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本書の構成と使い方
	

	 本書の構成
　本書は英検の各大問ごとに、主に、以下のパートから構成されています。

このパートで大問の概要をつかみま
しょう。ほとんどの大問では「合格率
アップのカギ」のコーナーで、各大問
の頻出情報を載せています。

出題傾向を知ろう

このパートでは大問の問題をパターン
分けし、それぞれのパターンの問題の
解き方を詳しく説明しています。

解法のポイントを 
おさえよう

このパートは、上のプロセスで学んだ
ことが身についているかを確認するた
めの力試しの問題です。

実践問題
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	 各パートの紹介と使い方

1. 出題傾向を知ろう
 「出題傾向を知ろう」のページでは、英検の各大問でどのような形式の問題

が出題されるかの紹介と、それをどう解いたらよいかの手順を紹介します。

1.オーバービュー この大問で過去に実際に出題された問題です。

2.ここが問われる  この大問の概要です。どんな形式の問題なのか、近年どん
な問題が出題されているかなどを説明しています。

3.主な出題パターン  大問の出題のされ方を分類しています。それぞれのパ
ターンの問題の解き方が後ろの「解法のポイントをおさ
えよう」で具体的に示されます。

4.解き方のステップ この大問を解くときの手順を示しています。

5.例題を解いてみよう 1.で示された問題の解き方を解説しています。

 



筆記大問 1

●問題のプロフィール

・形式 短い英文の空欄に適切な語句を補う（4 択）

・問題数 20 問（筆記 45 問中）

・配点 20 点（各 1 点）

・解答時間 20 分（目安）

●攻略のための学習法

 筆記大問 1では、主に語彙力が試される。語と語のつながり

や前後の文脈から、どれが正解か判断しなければならないので、

単語や熟語を覚えるときには、単に意味だけでなく、文中でど

のように使われるのかを意識しながら例文とともに覚えるよう

にしよう。

 文法問題では、形が問われる。仮定法過去完了なら〈If＋主語

＋ had＋過去分詞～ ,主語＋助動詞の過去形＋ have＋過去分

詞 ... 〉など、基本形をきちんとマスターしておこう。

 語法問題を解くには、熟語の知識が必要である。出題されやす

いものをおさえておこう。
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出題傾向を知ろう

次の（　　）に入れるのに最も適切なものを 1, 2, 3, 4の中から一つ選びなさい。

Some experts say that parents today (       ) their children by giving 
them anything they want.

1  trade 2  encounter 3  conduct 4  spoil
2008年度　第2回出題

　単語・熟語の知識を問う問題は、基本的には、英文の文脈を正しくとらえ、それ

に合う選択肢を選ばせる正統派の問題が多い。よく出題される語句の意味と用法を

きちんと覚えておこう。

　また、文法・語法の知識を問う問題は毎回数問ずつ出題される。比較的簡単な問

題なので、基本事項を復習して確実に正解できるようにしておこう。

・ 単語の問題

文脈に合う動詞や名詞、形容詞、副詞などを問う問題。通例、大問 1 の前半 10
問で出題される。

・ 熟語の問題

文脈に合う熟語を問う問題。後半で 7 ～ 8 問ほど出題される。熟語全体が選択肢
になっている問題と、その一部を成す単語が選択肢になっている問題がある。

・ 文法・語法の問題

大問 1 の終わりのほうで 2 ～ 3 問ほど出題される。過去に出題された主な文法項
目は、仮定法、代名詞、分詞構文などである。また、語法問題は、動詞の目的語
や熟語の一部を成す動詞の変化形を選ばせる問題などが多く出題されている。

1
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第 2 部第 1 部出題傾向を知ろう

対話を聞き、その質問に対して最も適切なものを 1, 2, 3, 4の中から一つ選びな

さい。

1  He has to move abroad.
2  He wants a larger kitchen.
3  His wife thinks it is too old.
4  His children have moved away.

スクリプト

A:   What do you think of this house, sir? It’s quite new and has three bedrooms, two 
bathrooms, and a large kitchen.

B:   It’s great. But why is the owner selling such a nice house?
A:   His company is transferring him overseas.
B:   I see. Well, I’d like to bring my wife and kids to see it this weekend.
Question:  Why is the owner selling his house?

2008年度　第2回出題

リスニング第 1部は、A→ B→ A→ Bの男女の対話を聞き、その対話に関する質

問に答える形式。選択肢は問題冊子に印刷されている。対話も質問も 1回しか読ま

れないが、複雑な内容の対話はほとんど出題されない。話の流れを大まかにつかむ

つもりで聞こう。

対話に出てきた表現が、質問文や選択肢では別の言葉で言い換えられている場合

が多いので、同意語や言い換えに慣れておく必要がある。質問文は、Whatで始ま

る疑問文とWhyで始まる疑問文のどちらかに限定されている。また、問題冊子に

印刷されている選択肢の形から、質問文の内容がある程度予測できる。

・ 選択肢が文の形の場合

・ 選択肢が動詞の原形で始まる場合

・ 選択肢が名詞句、あるいは名詞節の場合

1 1
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1 5 7リスニング

● 問題と問題の間に10秒の解答時間があるので、次の音声が流れる前に選択

肢にざっと目を通して、質問の内容を予想しておくとよい。

● 選択肢の形は、①文の形、②動詞の原形で始まる形、③名詞句、あるいは

名詞節などの形の、大きく3つの種類に分かれる。160ページ以降のポイン

ト解説で説明するように、これらのうちのどの形かさえ把握できれば、質

問の内容がある程度予想できる。

● この予想に基づいて、問われる可能性のある情報に注意しながら対話を聞

く。特に必要だと思われる情報は、簡単にメモを取っておこう。

● 質問は、特に文頭、主語、動詞に注意して聞き、何が問われているかをつ

かもう。

● 解答に確信が持てない場合は、最初に正しいと考えた選択肢にマークしよ

う。迷いすぎて次の問題を聞き逃さないよう注意する。

選択肢はいずれも、完全な文の形。主語が He、His wife、His childrenとなっている

ので、それが指す人たちの行動に注意して聞こう。質問文は「なぜ所有者はこの家を

売りに出しているのか」という意味。Bの最初のセリフである「すごいですね。でも、

なぜ所有者はこんないい家を売りに出しているのですか ?」という問いに対し、Aは

His company is transferring him overseas.と答えている。直訳すると「彼の会社は彼

を海外に異動させる」だが、彼の立場から見れば、「彼は海外へ引っ越さなければなら

ない」と表現できる。そのように言い換えた 1の He has to move abroad.が正解。

正解 1
訳  A： この家はどうですか?　とても新しく、ベッドルームが3つにバスルームが2つ、大きなキッチ

ンもありますよ。

 B：すごいですね。でも、なぜ所有者はこんないい家を売りに出しているのですか?

 A：彼は海外に転勤になるんですよ。

 B： なるほど。それじゃあ、今週末にこの家を見てもらうために妻と子どもたちを連れてきたいで

すね。

 質問：なぜ所有者は彼の家を売りに出しているのですか。


